




認知症対策普及・相談・支援事業

平成21年度県予算額 4,876千円

１ 目的
認知症の本人や家族に対しては、認知症の各ステージにおいて、認知症の知識や介護技術の面

だけではなく、精神面も含めた様々な支援が重要であり、各都道府県、指定都市単位で認知症介護
の専門家や経験者等が対応するコールセンターを設置することにより、地域の実情に応じた効果的
な支援を行うものである。

２ 事業内容
認知症の本人や家族が、認知症介護の専門家や経験者等が対応するコールセンターによる

電話相談事業。
○コールセンター（各都道府県、指定都市）の設置
○相談窓口の設置

３ 実施主体 三重県

認知症疾患医療センター運営事業

平成21年度県予算額 12,669千円

１ 目的
認知症疾患医療センターを設置し、保健医療・介護機関等と連携を図りながら、認知症疾患に関す

る鑑別診断、周辺症状と身体合併症に対する急性期治療、専門医療相談等を実施するとともに、
地域保険医療・介護関係者への研修等を行うことにより、地域における認知症疾患の保健医療水準
の向上を図る。

２ 事業内容
（１）介護との連携

専門の担当者の配置による介護（地域包括支援センター）との連携の強化を図る。
（２）認知症疾患専門医療・医療連携研修

認知症を専門としない地域の一般開業医、かかりつけ医等を対象とし、最新の診療技術等に
関する研修を実施する。

（３）認知症疾患専門相談事業
地域の医療機関、一般住民等からの問い合わせ、相談を受け付ける窓口を設置する（予算により
対応）。
その結果鑑別診断や専門的な治療が必要となった場合には連携する病院で対応する（診療報酬
により対応）。

（４）認知症疾患医療連携協議会（連携協力、事例検討 等）
地域の医療サービス（かかりつけ医、サポート医、専門医療機関）の連携を密にするため、
懇談会を開催する。

（５）広報
センターの連絡先等の周知を図る。

３ 実施主体 三重県
４ 設置箇所数 ４箇所（「三重県老人性認知症センター」を改組）


